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大阪電気通信大学 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム運営委員会 



令和 7 年 3月 31 日作成 

令和５年度 「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム」 点検・評価報告書 

 

数理・データサイエンス・AI  教育プログラム運営委員会 

委員長 小森 政嗣 

 

1. 点検・評価の実施 

大阪電気通信大学数理・データサイエンス・AI 教育プログラム運営委員会が実施主体

となり、令和６年度の数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル

および応用基礎レベル；以下「本教育プログラム」とする）に関する自己点検・評価を行

った。 

 

2. 点検・評価の対象 

令和６年度の本教育プログラムについて、「数理・データサイエンス・AI 教育プログラ

ム認定制度 実施要綱細目」（文部科学省高等教育局, 令和 4年 3 月 15 日改正）に従い、

「学内からの視点」として本教育プログラムの「履修・修得状況」、「学修成果」、「学生の

内容の理解度」、「他の学生への推奨度」、「全学的な履修者数・履修率向上に向けた計画の

達成・ 進捗状況」の項目に関して評価・検討を、また「学外からの視点」として「本教

育プログラム修了者の進路・活躍状況」、「修了者への企業からの評価」、「産業界からの視

点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見」の項目に関して評価・検討を行った。 

 

3. 評価結果の判定 

「大阪電気通信大学数理・データサイエンス・AI 教育プログラム運営委員会による自

己点検・評価結果」における評価レベル A～C は以下の基準とする。 

【評価レベル】 

A ：『優れた点』があり、十分に行われている。 

B ：概ね行われており、相応である。 

C ：改善の必要がある。 

 

  



4. 大阪電気通信大学数理・データサイエンス・AI 教育プログラム運営委員会による自

己点検・評価結果 

（１） 学内からの視点 

＜リテラシーレベル＞ 
自己点検・評価の項目 点検結果 評価結果 
履修・修得状況 令和 5 年度の本プログラム参加

者（395 名）と比較すると，今
年度は大幅に増加（573 名）し
ていた．すべての学部において
大幅に増加しており，リテラシ
ーレベルの教育プログラムが根
づきつつあることを示してい
る． 

（評価レベル C） 
令和 6 年度には履修者数が在籍
学生の 7 割に達することを目指
していたがおよそ 4 割にとどま
った．引き続き，様々な分野に
おける数理・AI・データサイエ
ンス教育の重要性を学生に対し
て周知する必要がある． 

学修成果 学生アンケートの結果から、総
合評価において「満足」「やや満
足」の合計は 約 8 割になってお
り，本プログラム参加者の多く
は初年次の学生であったが，リ
テラシーレベルの教育として，
適切であったことは履修者の 7
割以上が授業の内容に興味を持
ったと回答したことからもうか
がえる． 

（評価レベル A） 
学生アンケートの理解度に関す
る項目への回答から，多くの修
了者において学修が達成された
と判断できる． 

学生の内容の理解度 6 割を超える学生が難易度を適切
だと評価していたことが学生ア
ンケートから示されている．た
だ，特定の学部において合格率
が低い傾向が認められたこと
は，専門によってはより一層の
学修サポートが必要であること
を示唆している． 

（評価レベル A） 
Excel を用いたリテラシー教育の
評価は高く，初年次のリテラシ
ー教育としては適切なレベルに
設定されていたと考えられる． 

他の学生への推奨度 学部をまたがった教育プログラ
ムを実施する上で，多くの学生
の興味を引く話題から実践的な
演習課題まで提供されており，
これが機能していたことが学生
アンケートからもうかがえる． 

（評価レベル A） 
様々な専門を学ぶ学生に対して
開講されていたにもかかわら
ず，概ね学生アンケートの評価
は高く，このことは，本プログ
ラムがリテラシー教育とすべて
の入学者に対して推奨できるも
のであることを示している． 

全学的な履修者数・履修率
向上に向けた計画の達成・ 
進捗状況 

全学的に，学生に対して本教育
プログラムのアナウンスを行っ
たことにより，履修者数は
45%，修了者は 75%増加してお
り，着実に本プログラムの重要
性の認知度 j は高まっているとい
える． 

（評価レベル B） 
履修者数・率ともに昨年度より
増加しているが，本プログラム
のより一層の定着が必要であ
る． 

 
  



＜応用基礎レベル＞ 
自己点検・評価の項目 点検結果 評価結果 
履修・修得状況 昨年度の本プログラムへの参加

者 513 名から，本年度は 678 名
と増加した．特にリテラシーレ
ベルでは参加率が低かった工学
部・総合情報学部の学生が積極
的に参加していることが示され
ている． 

（評価レベル B） 
複数年次にまたがって本プログ
ラムは実施されるため，現時点
での評価は容易ではないが，主
に理工学系の学生の高度な学修
への入口と認識されていたこと
がうかがえる． 

学修成果 すでに過年度から受講者が多か
った情報通信工学部だけでな
く，総合情報学部，医療健康科
学部の受講者が大幅に増えてお
り，応用を見据えた工学教育の
入口として本プログラムが期待
されていることがわかる 

（評価レベル A） 
年次進行とともに学修成果はよ
り明確に示されると判断できる
が，現時点では少なくとも多く
の参加者があることから，その
学修成果が期待される． 

学生の内容の理解度 授業評価アンケートから，デー
タサイエンス基礎，人工知能と
もに授業レベルが高い・やや高
いと回答した学生が半数を占
め，また修了者数が少なかっ
た． 

（評価レベル B） 
当該科目において，やや難易度
が高いと評価されていた．また
特定の学部で修了率が低かった
ことから，今後の科目間の連携
や学修サポートの方式について
議論が必要であると考えられ
る． 

他の学生への推奨度 複数年次にまたがる教育プログ
ラムであるため，現時点での学
修効果の評価は難しいが，履修
者は増加しており，本プログラ
ムへの期待の高さがうかがえ
る．また授業アンケートからも
本プログラムへの満足度は高い
ことがわかる． 

（評価レベル A） 
授業への満足度は高く，また履
修者も増えていることから，着
実に参加意欲は高まっていると
考えられる．様々な専門を学ぶ
学生にとっても今後重要となる
分野であり，今後は履修の拡大
だけでなく履修者の学習継続を
促す施策を検討する必要がある 

全学的な履修者数・履修率
向上に向けた計画の達成・ 
進捗状況 

現状では，履修者数・履修率は
順調に増加しているといえる．
複数年次にまたがる教育プログ
ラムであるため，継続的に本プ
ログラムへの参加を促していく
必要がある． 

（評価レベル B） 
履修率向上に向けた取り組みが
功を奏していることは評価でき
る．全学的な数理・AI・データ
サイエンス教育の中核になるよ
う引き続き履修率の向上に勤め
る必要がある． 

 
  



（２） 学外からの視点 

＜リテラシーレベル＞ 
自己点検・評価の項目 点検結果 評価結果 
教育プログラム修了者の 
進路、企業などの評価 

先行導入した際の本プログラム
への参加者の一部はすでに社会
人となっているが、情報通信系
企業に就職した割合は 48%と最
も多い．その他業種（サービ
ス，製造業，建設等）が続く．
情報通信系企業への就職が多い
ことに，本プログラムが寄与し
ていることがうかがえる．情報
通信系企業へのアンケートの結
果からは，IT 基礎力や専門知識
の点において卒業生に対する満
足度が高かったことがわかる． 

（評価レベル A） 
本プログラムが数理・DS・AI 系
への進路選択にポジティブに寄
与している可能性がある。 

産業界からの視点を含めた
教育プログラム内容・手法
等への意見 

産業界や公的機関と教員の間の
意見交換を積極的に行ってお
り、そのような場で数理・DS・
AI 教育に対する意見を幅広く収
集している。近年、この分野の
教育に対する産業界の期待が高
まっていることがわかる。また
これらの意見を教育内容に反映
させるため、本プログラム担当
者で産業界からの意見の共有を
行っている。 

（評価レベル A） 
外部からの視点として産業界か
らの意見を集めている。また、
産業界からの視点を講義内容へ
と反映する体制が構築できてい
る。 

 

＜応用基礎レベル＞ 
自己点検・評価の項目 点検結果 評価結果 
教育プログラム修了者の 
進路、企業などの評価 

現時点では本プログラムを修了
した学生はすべて在学中であ
り、進路や企業からの評価を検
討することは難しい。 

（評価レベル A） 
まだ修了者は卒業していない
が、IT 系のみならず多様な分野
の企業からの期待は大きいこと
がうかがえる。 

産業界からの視点を含めた 
教育プログラム内容・手法
等への意見 

産業界や公的機関と教員の間の
意見交換を積極的に行ってお
り、そのような場で数理・DS・
AI 教育に対する意見を幅広く収
集している。近年、この分野の
教育に対する産業界の期待が大
きいことがわかる。またこれら
の意見を教育内容に反映させる
ため、本プログラム担当者の間
で外部からの意見の共有を行っ
ている。 

（評価レベル A） 
外部からの視点として産業界か
らの意見を集めている。また、
産業界からの視点を講義内容へ
と反映する体制が構築できてい
る。 

 
 


